
Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 7, March, 1974 

丹沢山塊に生息するニホンカモシカの胃内容物について
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Stomach Contents of Japanese Serows, Cαρricornis erisρus erisρus, 

Obtained from Tanzawa Mountain Mass, Kanagawa Prefecture, 

Eastern Japan 
J，’ー
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ABSTRACT 

Stomach contents of Japanese serow, Caρァicorniscrispus erisρus TEMMNIK, 

were studied based on 3 specimens obatined from Tanzawa Mountain Mass, 

Kanagawa Pr巴fecture.The results obtained ar巴 asTable 1. The staple food 

was the vegetations. The fifteen species of the arbors and the herbs as stomach 

content were record巴dfrom these three serows. The animal material was found 

the one insect la、aeand the two ticks in the one stomach. Thes巴 ticksare 
estimated to ce swallowed while grooming. 

はじめ に

ニホンカモシカ Caρricorniserisρus erisρus TEMMINCK, 1845 （以下カモシカと呼

ぶ〉，の食性に関する研究方法と しては， 生息地における食痕からの推定，野外で得た死

体の胃内容物の分析，奨塊の分析，飼育観察などをあげることができる。これらのうち，

最も精度の高い方法は，死体より得た胃内容物の分析による方法て。あると思われる。

現在までに，カモシカの野外で得た死体の胃内容物の分析結果による，食性についての

報告は， 岡田 ・角圧I(1963〕， 千五~ (1968) ＇ 有11厨 ・小原 (1970），森下 ・村上 (1970)

らがあるにすぎない。

月ー沢山塊に生息するカモ シカの食性に関する報告には，食i.N:より得た報告（岩瀬.1971) 

があるだけで，胃内容物の分析結果により得た報告は皆無である。

ハ存者らは，1968年および19711Fに， それぞれ丹沢山j）~てい死体となって発見されたカモシ

カ3個体を合法的に入手することができたa そこで胃内容物を分析した結果，若干の知見

を得ることができたので，ここに報告する次第である。

本文にはし、るに先立ち，カモ シカの死体を入手するにあたり御配慮くださった，神奈川

自然保護~m
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82 山口他．ニホンカモシカの胃内容物

貯u長政部および教育庁の所ii諸課の方々に厚 く御礼巾しあげる。また，いつも暖かい御指導
をくださり， 今回の報告にあたり御校閲くださ った， l宝｜立科学同i物館今泉古典動物研究部

長ならびに， 見虫類およびダニ類を同定して くださった同館中根猛彦昆虫研究室長，浅沼

靖主任研究官に御礼申しあげる。また，植物質を精力的に同定して くださった当館学芸部

高橋秀男主任学芸員ならびに， 丹沢山塊の植生について御教示して くださった同大場達之

主任研究員lこ心から御礼申しあげる次第である。

資料と分析方法

資料として用いたカモシカの死休の発見場所 （Fig.1) , 発見年月 El＇外部 測定値など

はド記のとおりである。

キし 掛 (1〕 M. 580 

発見場所； ；神奈川県愛甲郡清川村札掛天王寺，海抜600m付近。

発見年月 1:1; 1968年2)=J25日。

性 別； 雄。

死 因 ；不明。

外部測定値 ；頭胴l045mm，尾45mm，肩高730mm，耳105仰 3 角l40mm，頭骨223mm0

環 境 ；この付近め植生は，主として北斜聞ではスギ， ヒノキの植休地。南斜

面では伐採後の若い植林地が多く， ススキが俊占する。 また3 一部に

は，モミおよび天然性のスギからなる料、分もあるが面積はせまし L

キL 掛 （2) 県立；林業試験場保管

発見場所；神奈川県愛甲郡清川村札掛金休，iii｝抜600m付近。

発見年月日 ；1969年3月19日。

性 別； 主主。

死 因 ；不明。

外部測定値 ；頭胴，j主，h司高，ヰなと不明，｝(]62mm, ＇.！良骨187伽 J

環 境 ，この付近の植生は，ヒ ノキ， スギの植村， モミ， ツガの天然材、で形成

されており， このモミ林には， ウラジロ ガシ， シキミなどの常緑広葉

樹をともない， 1~：床には 3 スズタケが密集する 。 また， 地表には，カ

ンスゲ， コカンスゲなどの常f泉のスゲ）＇.['iも多いュ

（この佃休は， 飯村が陥J剖処fff!した。〉

玄 倉 （1) M. 1198 

発見場所 ，［.qi奈川県足柄仁科f)1.l1 :I仁川］熊木沢，iii}抜850m付近。
発見年月 11, 1971千！＇4月3011.,

伯ニ 月iJ;!W。

死 l玉｜， 不明。

外部測定値；強IJlfiJl003mm,Ji:'.l15mm, Ji 1高810mm,Ji 115mm, (r1145mm, 0J＇（片223問。

環 境，この付近の植生:Ij:＇ 急、斜面で，特にスズタウの密集したブナ休が多い J

また 3 沢ぞいには 一部大型草木をともなったサワグルミ ， シオジの↑j:

が－・t11：にみられるυ ド流行I~の /llijf!!IJ 昔、利川には3 アラゴlシ， ワラジロガ

シなどを混生するモミ j、4がかなり jムくみられる。

〔この11;1 11付、は乳IJ)j）が~ I ；可？に先述しており p liJY市ljの結果，出産直前とj{JJ:E'.
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第 1図

Fig. 1 

丹沢山挽におけるカモシカの発見1湯所•i. 札掛天ヨー子 ez. 札J卦金林 ・3. !L;倉熊木沢
Map showing th巴 localitiesof Japnese serow obtained. 

される 1JJ台J~ CMDを1確認した。〉
;l7モシカの胃は， 4室にわかれているが， nr;J査個体の第3閏および第4同の内容物は，

元企に粉ii71＇しされており，同定は不 可能であった。そのため同定の対象にした資料は，第1

問 と 第 2 国の内容物を m ~ 、た。胃内容物中，植物質ーについては，ムミ， 茎3 校，花など形態

｜刊に特徴のあるものを選出向定し3 その他の微細に砕かれた植物質は，同定不可能であっ

たため不明駆として一指した。また，これらの植物質を自然乾燥させ， l司定できた植物質

ごとに霊吐計測をおこなった。なお，胃内容物から植物質以外のものが選出される可能性

があったので卜分に社立した。

結 果

各個体の胃内容物から 選出同定できた植物質は Fig.2および Tablelに示したよう

に，本し掛 (1）よ り7科 7種，札掛（2）より 6科 9腫，玄倉 (1）よ り4科 5砲の総計

10利15tillであるο また，植物質以外の胃内容物として， ビニーノレの小片 （Fig.3〕，ダニ知

2f同体，ショウジョウパエの踊1個体が選出された

・IL問、(1）の胃内容物
胃内容物全重量130.9 9のうら，同定できた植物質は，ウラジロガシQuercussa!ic』nσ

コカンスの］~および小枝 (12.19），スズタケ Sasaborea ! is の!l~および茎 （4 . 2 9) ' 

ゲCarexreinii・の民（2.9 9) ' スギ Cryρtomeriajαρonicaの!ftco. 3 9) ' ヒノキ
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カモシカの聞から検出された内容物

List of plants found in the rumen and reticulum of the Japanese serows 

第1表

Table 1. 

Parts of the 
plan ts ea ten 

Dry wt. 

FUDAKAKE 1 Leaves 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves and tびvigs 

Leaves and culms 

Leaves 

Leaves 

0.19 

o. 3 9 
0.39 

12. 1 9 

4. 2 9 

2. 9 fl 

0.19 

l10. 9 9 

130. 9 9 

Japanese name 

ガ

ギ

キ
ノ

ウラジロガシ

スズタケ

コカンスゲ

ハコネ シダ

不明極

全重量

ツ

ス

ヒ

Scientific name 

Tsuga sieboldii 

Cγヲ争tome：γiaja争onica

Chamaecypaγis obtusa 

Queγcus salici杭乱

Sasa boγealis 

Caγexγei叫ii

Locality 

Adiantum monochlamys 

unidentified 

Abies Jiγma 

Tsuga sieboldii 

： ~ C:γ3予tome ：γia ja争onica

Chamaecypaγis obtusα 

Osmanthus heteγophyllusヒ

Carex spp. 

Caγexγeinii 

C. dolichostachya 

var. glabeγγim 

C.柄。γγ0凶ii
汲Adi自社tummonochlamys 

unidentified 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves 

3. 6 9 

1. 7 9 

4. 9 9 

0.4fl 

2. 0 g 

ミ

ガ

ギ

ノキ

イラギ

ゲ ~f

コカンスゲ

ミヤマカンスゲ

モ

ス

ヒ

ツ

FUDAKAKE 2 

ザ

ス

カンス

ハコネシタ．

不明種

全重量

Leaves 

156. 3 g 
168. 9 g 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves and culms 

8. 7 g 

0. 3 g 
0. 9 g 

0. 8 g 

0.1 g 
89. 0 g 

99. 8 g 

アラカシ

ミヤマシキミ

ススタケ

イネ科の一郭

カラスノエンドウ

不明種

全重量

KUROKURA 1 Quercus glauca 

Skimmia ja戸onica

Sasa borealis 

Gra1河川旬。esp. 

Vicia sePium 

unidentified 

Chamaecyρaris o !Jtusa のj~および小紋 co .3 g) ' ツガ Tsugasieboldiiの葉（0.1

9），ハコネシダ Adiantummonochlamysの店主および茎 co.1 9）の 7聞で， 残 り
llO. 9 9は不明砲である。

札掛（2）の胃内容物

胃内容物全重畳168.9 9のうち，同定できた植物質は，ヒノキ Chamaecyparisobtusa 
の柴および小枝 c4. 9 9），モミ Abies firmaの葉（3.6 g），スケ’頒Caアexspp. (2. 0 9〕
ccαrex spp. iこは， コカンスゲ Carexreinii, ミヤマカンスゲ Carexdolichostachya 

〔※〉は，微量（0.1g以下〉につき重量測定省略
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var. glaberrima，カンスゲ Carexmorrowiiの3種が含まれているが，各種とも微細｜

に砕かれていたため， 各種ごとの計量はおこなわず，Carexspp.に一括して計量した。〉，

ヒイラギ Osmantusheteroρhylhts〔o.4 9）の7種で，微量（0.19以下〉のため計量を
省略したハコネシダ Adiantummonochlamysの荒 および茎，スギ Cryρotomeη・a

jaρonicaの柴をいれる と9種で，残り156.3 9は不明種である。

玄倉 (1）の胃内容物

胃内容物全重量99.8 9のうち，同定できた植物質は3 アラカシ Quercusglaucaの民
および小枝 （8.7 9），スズタケ Sasaborealisの＇'.Kおよび茎 co.9 9) , イネ科の一種
Gramineae sp.の全’芋co.8 9) ' ミヤマシキミ Skimmia}aρo削caの民 co.3 9) ' 
カラスノエンドウ Viciasepiumの全草 co.19）の5種で，残り89.0gは不明種であ
る。

植物質以外の胃内容物としては， 塊状になって選出されたビニール片 co.3 9) ' ダニ
頒ではマダニ不I・lxadidaeに属する Haemaρhysaliskitaolwi 1雌， Haemaρhysalis

me gasρinosa 1 k~f と，昆虫類ではショウジョウパエ科 Doァosoρh ilidee に属するシ ョ ウ

ジョウパエの1種 Dorosoρhilasp.の踊l個体を選出した。

全個体を通じて，同定不可能な胃内容物は，不明種として扱かったが，札掛 (1）の不

明障には，ウラジロガシ，スズタケ，コカンスゲが多く，札掛（2）の不明種のi:j:ilこは，

ヒノキ，モミ，ツガ，スゲ類が多いように思われる。また，玄倉 (1）の不明種は，アラ

カシ，スズタケでしめられているようである。

考察

①間内容物を選出し，同定した結果，植物質では10科15極を食餌植物としていることが

判明した。 この結果を他の地域の 調査結果と比較すると（鈴鹿山系5科5種 （岡田 ・角

田1963），後立山迷峰17科20種（千店1968），正l/_l/10科lot亜（森下 ・村上1970），奥日光12
種（御厨 ・小原1970)）丹沢山塊に生息するカモシカは，調査個体数や調査季節を考慮に

いれなければ明 ら かな こ とはわか らないが，相当に Ji.~ ＼ 、；1む ！TI!の植物を食餌1ii!i:物 と している

ことがうかがえる。

①同定できた植物質 （Table.2） のう ち， 出U；~仏！と広葉樹について，その重量の比率を

比ij茨してみると，札掛 (1）においては，広葉樹のウラジロガシが最も多く，全体の約60

%を占め，スギなどの針葉樹は極めて少なく，全体の約3.5%を占めるにすぎない。また，

札批（2）においては，ヒノキ，モミ，ツガなどの針葉樹は，全体の約8096を占め，その

比率は大きいが， Jt;;!j~樹の ヒイ ラ ギの占める比率は極めて少なく，全体の約 3 %を占め る

にすぎなし、。また，玄倉 (1）においては，広葉樹のアラカシの占める比率が最も多く，

全体の約83~ちを占め， ヒノキ，スギなどの針葉樹は全く選出されていない。この考察結果

から，食餌植物としての針葉樹と広京樹についていえることは， （イ〉針!l~l古？を多く食べ

ているが，Jよ応樹はあまり食べていない個体， （ロ〉広葉樹を多く食べ，ti一栄樹を全く食

べていないflt;I休， （ハ〕広栄枯jを多く食べているが，針葉樹はあまり食べていない個体の

3M~に分けることができる 3 以上のことから，丹沢山興に生息するカモンカは， 冬季の食

。［｜純物として，針葉樹を好食するのか，あるいは広葉樹を好食するのかというようなII郁子

伎の差は少ないものと惟察することができる。

また ， 木本jj~ と 草木頒について， その比率を比較すると ， 札凶、 (1 ）においては3 木本
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第2表食餌植物の樹木と草本の比司法

Table 2. A plant ratio b巴twentrees and grasses巴atenby th巴 Japanesese1 ows. 

FUDAKAKE 1. FUDAKAKE 2. KUROKURA 1. 

Needle-leaved trees 

Broad-leaved trees 

Herbaceous plants 

3.5% 

60. 596 

36.0% 

80.9% 

3. 296 

15. 996 

0.0% 

83. 396 

、16.796 

煩， 64%，草木~vi 36%, ホlA卦 （2）においては， 木本知84.1%, 平本類 15 . 9~ぢ， 玄倉

(1 ）においては，木本類 83. 3% ， 草木~n iG. 7 ~杉となり，木本知のアラカシ，ウラジロガ

シ，ヒノキ，ツガ，スギなどの葉及び小枝が大fil）分を占めていることがわかる。このよう

に木本知の民や小枝を多く食べているという ことは， 丹沢山塊に生日、するカモシカの冬季

における採11fr.方法ーは BrowsingであるということがJ任去さされる。

①札tll、（l）および札掛（2）から少量ではあるが， ハコネシダを選出した。ハコネシ

ダは’岩場に生える；；

tじ活l或の一部にしているということをうらつ守けている G

CD玄倉 (1）から，カラスノエンドウを選出した。カラス ノエンドウは耕作地や市街地
などで普通に見られる雑辛であることから，丹沢山ちuに生日、するカモシカは，人里近くま
で行動圏を広げているという ことを惟察することができる。

③4、し掛（1）と札掛（2）の個体からは， ヒノキ， スギ， ツガ， コカンスゲ，ハコネシ

ダが共通した食餌植物として選出されたが，玄倉 (1）の個体からは，これらの食店If植物

は選出されていなし、。また，中し掛 (1）と玄倉 (1）の個体からスズタケが共通した食自q:

植物として選出されている 3 しかし，札掛（2）と玄倉（1）には共通した食削植物は皆

無である。

⑨植生と食住Ef植物の関係についてみると，丹沢山塊の高さによる他生の犬区分Ii, ilrJ負

から海抜700～9001仰の地域に，ブナをとじとする夏緑広東樹林城があり， ihj抜700～900m以

卜の地域は ， アラカシ，ウ ラジロガシなどを主とする·~；~·線広栄樹林±！！！（ と なる 。 しかし ， ；；；~·

緑広葉樹林域は大，~ti；分がy スギ， ヒノキの植林地やススキ＂，：.： l耳、を！とする若い造林地， ク

ヌギ， コナラの二次林など，八為的な植生におきかえられている》

食餌していた植物をみると， 3個体とも，アラカシ，ウラジロガシなどのカシ士山を始め，

スギ， ヒノキなどの沿線広葉樹や金｜！葉樹を多食している。以よのことから，)j沢111塊に生

息するカモシカIi，冬季においては，カシまI＇！を主とする前線広葉樹林 J或を＿Lな日q：場と し，
ウラジロガン， アラカンなどの常・緑樹の史や小枝を採食し，また，モミ林やスギ，ヒノキ

の植林地内も餌場の－却としているものと考えられる。

⑦玄倉 (1）か ら 2極のダ ニX!'.i Haemaρhysalis kitaolwi, Hamaphysalis 

megaspinosaをi釜山した。これらのダニは，いずれも Hostはシカ 3 カモシカなどの草食

以で，2 ・fl/ii体とも血液をすっていたことから，カモシカのおこなう groomingによって，

胃内にはいったものと推察できる また， 玄 f9~ ( 1〕から， ショウジョウノ4エの 1極

Dorosoρhi/a sp.の踊を選出したが，カモンカは， ショ ウジョウパエの'il,f'lc.すろよ うな

果実も食餌植物としているのではないかと型、われる。

z：玄合 (1）からビニール片のj施状を選出 した 2 飼育「｜寸のカモシカは，しばしばビニー
ル袋などをのみ込むというが，担予タトのカモシカが， ビニールのようなイ勺1'1化物をのみj今ん
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第2図 カモシカの悶より検出された内容物
Fig. 2. The plants found in th巴 contens of the 1 umen and reticulum of the Japanese serows. 

1. Tsuga sieboldii ツガ 2. Abies firma モミ 3. Chai附zecypaeis obtusa ヒノキ
4. Cry ptomeria jaρonica スギ 5. Quercus glauca アラカシ 6. Quercus salicina 
ウラジロガシ 7. Skimmia jaρonica ミヤマシキミ 8. Osumanthus heterophyllus 
ヒイラギ 9. Sasa borealis スズタケ 10. Carex spp. スゲ類 11. Adiantum 
monochlamys ハコネシダ

87 



88 山口他・ニホンカモシカの胃内容物

第3図 玄倉 c1）の胃より検出されたビニーノレ
Fig. 3. A piec巴 ofvinyl found in th巴 rumenof a Japanese serow. 

でいたという例は報告されていない。

まとめ

1968年から1971年にかけて入手した丹沢山塊産ニホンカモシカ Cαρバcorniscri砂川

erisρus T EMM!NCI< 3個体の胃内容物を調査した。その結果，食餌植物として10科15種を

同定した。また，植物質以外の胃内容物としてビニール，夕食ニ類2種2値l休， ショウジョ

ウパエ類の問 1個体を選出した。

植物質の同定結果から，丹沢山塊に生息するニホンカ モシカは3 カシj況を主とする常緑

広葉樹林域を冬季における主な餌場とし，アラカシ，ウラジロガシなどの葉および小枝を

採食し， また，モミ林やスギ，ヒノキの植林地も餌場の一部として活用しているというこ

とが推祭できる。そして，針葉樹と広葉樹に関しては， 嵯好度の差は認められない。

カラス ノエン ドウが同定されたが3 この植物の分布状況から判断すると， 丹沢lLr塊に生

息するニホンカモシカは， 人里近くまで行動圏を広げているものと思われる。
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